
横
山
祐
真
（
第
85
回
）

　

こ
ん
に
ち
は
、
平
成
23
年

卒
鳥
谷
ゼ
ミ
所
属
の
横
山
と

申
し
ま
す
。
現
在
、
金
属
関

連
メ
ー
カ
ー
の
東
京
本
社
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
（
ま

だ
ま
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
承

知
の
上
で
）
早
い
も
の
で
、

社
会
人
生
活
10
年
目
、
関
東

で
の
生
活
は
８
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
、
関

東
で
の
社
会
人
生
活
に
つ
い

て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
３
年
目
に
、
転
勤

で
東
京
へ
来
ま
し
た
。
関
東

に
は
何
人
か
の
友
人
が
い
た

も
の
の
、
皆
忙
し
く
、
な
か

な
か
会
う
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
入
社
以
来
ず
っ

と
仕
事
が
忙
し
く
、
気
付
け

ば
４
年
目
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。
５
年
目
に
「
本
当
に
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
」
と
、
ふ
と
考
え
、
以
下

の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。

①
今
自
分
が
持
つ
専
門
性

（
外
国
語
能
力
）
を
磨
く
。

②
他
者
と
差
別
化
が
図
れ
る

専
門
性
を
新
た
に
身
に
付
け

る
。

③
関
東
で
、
信
頼
で
き
る
人

脈
を
築
く
。

①
６
年
目
に
転
職
、
海
外
営

業
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
英

語
で
の
仕
事
に
食
ら
い
つ
く

日
々
を
過
ご
し
た
結
果
、
言

一
万
田
道
敏（
第
38
回
）

　

年
を
重
ね
て
き
て
日
常
の

行
動
を
『
ゆ
っ
く
り
』『
ゆ
っ

た
り
』
の
考
え
に
立
ち
生
活

習
慣
と
し
て
取
り
入
れ
て
い

る
。

　

会
社
生
活
は
一
貫
し
て
経

理
、
財
務
、
審
査
、
企
画
畑
を

歩
く
。昭
和
49
年
、
イ
ラ
ン
国

勤
務
を
拝
命
。
イ
ラ
ン
国
と

合
併
会
社
Ｉ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
社
に

勤
務
。
イ
ラ
ン
人
は
頭
脳
が

賢
く
、
さ
す
が
ペ
ル
シ
ャ
帝

国
の
末
裔
で
あ
る
。
灼
熱
の

太
陽
の
下
、
坦
々
と
生
活
し

て
い
る
様
は
敬
意
を
感
じ

る
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
バ
ン

ダ
ー
ル
シ
ャ
プ
ー
ル
で
石
化

製
品
の
Ｄ
Ｏ
Ｐ
、Ｐ
Ａ（
塩
ビ

可
塑
剤
）
の
プ
ラ
ン
ト
建
設

で
あ
る
。
暑
い
日
は
セ
氏
50

　

２
月
１
日（
土
）
12
時
か
ら
、

新
日
鐵
代
々
木
倶
楽
部
で
47

名
の
参
加
を
得
て
恒
例
の
東

京
四
極
会
新
年
会
を
開
催
し

た
。
地
元
大
分
か
ら
は
四
極

会
会
長
石
川
公
一
氏
、
百
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
・

野
々
下
俊
昭
氏
、
大
分
大
学

副
学
長
・
大
崎
美
泉
氏
、
大

分
大
学
監
事
・
足
立
一
馬
氏

を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。

　

司
会
は
梅
木
事
務
局
理
事

が
担
当
。
ま
ず
奥
川
理
事
長

が
挨
拶
に
た
っ
た
。

奥
川
理
事
長
挨
拶

　

「
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
す
る
。
本
日
早
朝
に
仕
事

で
豪
州
か
ら
戻
っ
て
き
た
と

こ
ろ
だ
が
、
現
地
の
森
林
火

災
は
ま
だ
終
息
し
た
と
は
言

え
ず
社
会
に
も
大
き
な
爪
痕

を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
も

日
々
深
刻
な
状
況
に
向
か
う

な
ど
、
本
年
は
慌
た
だ
し
い

社
会
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
あ
る
が

我
々
東
京
四
極
会
は
落
ち
着

い
て
着
実
な
前
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
今
年
対
応
し
た

い
課
題
を
い
く
つ
か
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
ず
、
２
０
２
２
年
の
百

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
支
援
と
参
加
を

行
っ
て
い
く
。
事
業
の
内
容

は
四
極
会
本
部
と
の
連
携
で

こ
れ
ま
で
も
整
理
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
事
業
を
支
え
る

財
源
の
募
金
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
の
展
開
が
非
常
に
大

事
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
も

会
員
皆
さ
ん
の
参
加
を
折
り

に
触
れ
て
お
願
い
を
し
て
い

き
た
い
。
同
時
に
、
東
京
四

極
会
が
有
す
る
募
金
会
計
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

た
だ
東
京
四
極
会
の
募
金
会

計
は
長
い
歴
史
の
中
で
積
み

上
げ
て
き
た
我
々
の
大
事
な

財
産
で
あ
っ
て
決
し
て
軽
々

と
扱
う
べ
き
も
の
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
今
日
は
提
起
に

と
ど
め
、
こ
れ
か
ら
時
間
を

か
け
な
が
ら
皆
さ
ん
と
丁
寧

に
意
見
交
換
を
始
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
東
京
四
極
会
の
事

務
所
は
こ
れ
ま
で
会
員
有
志

が
関
係
す
る
場
所
を
お
借
り

し
て
運
営
し
て
き
た
が
、
い

つ
ま
で
も
こ
の
形
が
維
持
で

き
る
状
況
に
は
な
く
、
活
動

の
質
を
落
と
さ
な
い
と
い
う

前
提
で
事
務
所
を
な
く
す
か
、

あ
る
い
は
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
多
用
し
て
バ
ー

チ
ャ
ル
化
を
め
ざ
す
か
な
ど

の
検
討
を
始
め
た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
事
後
報
告
に
な
っ

た
が
、
こ
の
新
年
会
か
ら
会

合
の
出
欠
確
認
を
メ
ー
ル
で

行
っ
て
い
る
。
確
認
方
法
の

切
り
替
え
で
会
員
皆
さ
ん
の

戸
惑
い
を
お
か
け
し
た
か
と

思
う
が
事
務
局
の
作
業
軽
量

化
の
た
め
今
後
と
も
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。
」

（
注
記
：
ハ
ガ
キ
で
の
連
絡

が
必
要
な
方
へ
の
対
応
は
別

途
考
慮
し
て
い
き
ま
す
）

　

来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、
ま

ず
石
川
四
極
会
会
長
が
新
年

と
衛
藤
内
閣
府
担
当
大
臣
の

就
任
へ
の
祝
意
な
ら
び
に
経

済
学
部
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
、

次
に
衛
藤
大
臣
は
昨
年
の
当

選
と
大
臣
就
任
が
四
極
会
会

員
の
応
援
の
お

か
げ
と
謝
意
を

示
し
、
担
当
す

る
幅
広
い
課
題

一
つ
一
つ
が
国

民
の
生
活
に
大

変
影
響
を
及
ぶ

重
要
案
件
で
あ

　

今
号
か
ら
皆
さ
ん
に
よ
る
リ

レ
ー
通
信
を
始
め
ま
す
。
話
題

は
問
い
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
ど

度
を
超
え
る
。
三
菱
重
工
社

が
ゼ
ネ
コ
ン
。
ま
ず
生
活
環

境
の
整
備
で
あ
る
。
日
本
の

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
和
風

銭
湯
を
作
る
。夕
食
前
、
風
呂

に
入
り
、
居
酒
屋
風
食
堂
に

花
を
飾
る
。
食
事
担
当
は
日

替
わ
り
。
和
風
料
理
が
数
々

並
ぶ
。
日
本
語
で
ワ
イ
ワ
イ
。

共
同
生
活
は
実
に
楽
し
い
。

当
時
は
石
油
危
機
の
真
中
。

約
四
千
人
の
日
本
人
は
原
油

確
保
の
先
兵
と
し
て
赴
い
た

の
で
あ
る
。
パ
ハ
レ
ビ
国
王

は
親
日
派
と
し
て
知
ら
れ
、

こ
れ
が
追
い
風
と
な
り
、
三

井
、
三
菱
、
住
友
、
丸
紅
、
日
商

岩
井
、
兼
松
の
商
社
は
大
活

躍
。
79
年
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
が
勃
発
。
砲
弾
が
タ
ン

ク
に
命
中
し
た
が
何
と
か
無

事
で
今
も
稼
働
し
て
い
る
と

聞
く
。
日
本
人
会
の
生
活

モ
ッ
ト
ー
は
『
あ
せ
ら
ず
』、

『
あ
て
に
せ
ず
』、『
あ
き
ら
め

ず
』
の
３
Ａ
で
あ
る
。帰
国
後
、

神
経
症
を
患
う
。
会
社
の
上

司
、
宮
部
常
務
の
計
ら
い
で

俳
句
を
習
う
。
徐
々
に
回
復
。

日
本
文
化
へ
の
回
帰
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
大
へ
ん
感

謝
し
て
い
る
。

　

四
国
八
十
八
カ
所
の
巡
礼

の
旅
に
出
た
。
同
期
の
平
野

さ
ん
に
進
め
ら
れ
て
一
念
発

起
。
１
２
０
０
Km
の
旅
、
一

番
札
所
霊
山
寺
で
巡
礼
用
品

を
揃
え
る
。
金
剛

、
白
装

束
、
お
札
、
衣
類
等
５
Kg
を

背
負
い
巡
礼
。
金
剛

と
共

に
同
行
二
人
の
旅
で
あ
る
。

（
弘
法
大
師
と
共
に
）
山
寺

は
６
０
０
ｍ
あ
り
、
登
る
、

一
休
み
し
て
ま
た
登
る
。
本

堂
で
礼
拝
、
般
若
心
経
を
あ

げ
る
。
お
札
を
納
め
礼
拝
。

白
章
句
は
巡
礼
中
に
倒
れ
て

も
そ
の
姿
で
葬
れ
る
意
味
で

あ
る
。
い
く
つ
か
の
墓
石
に

会
う
。
一
礼
。
ガ
ン
、
難
病

の
巡
礼
者
が
大
師
に
す
が
り

た
く
巡
礼
す
る
と
聞
く
。
各

所
に
旅
人
の
休
憩
所
が
あ

る
。
自
治
会
の
人
が
手
厚
く

も
て
な
し
て
く
れ
る
。
四
国

人
の
『
お
も
て
な
し
の
心
』

で
あ
る
。
お
茶
、
お
菓
子
を

い
た
だ
く
。
お
返
し
は
お
礼

で
あ
る
。
（
空
海
の
身
代
わ

り
と
し
て
）
村
人
は
手
を
合

わ
せ
拝
む
。
美
し
い
。
力
を

も
ら
っ
て
次
の
お
寺
へ
。
宿

坊
に
宿
る
。
精
進
料
理
が
美

味
し
い
。
い
よ
い
よ
八
十
八

カ
所
目
の
大
窪
寺
を
巡
拝
。

締
め
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
。

結
願
の
ご
朱
印
を
い
た
だ

く
。
空
海
廟
に
礼
拝
。
肉
体
は

疲
れ
て
い
て
も
心
は
空
と
海

の
よ
う
に
広
く
深
い
。（
空
海

の
世
界
）
人
間
の
底
知
れ
ぬ

粘
り
強
さ
を
思
い
知
る
。「
我

こ
こ
に
立
ち
、
新
し
き
明
日

に
向
か
う
」気
持
ち
で
あ
る
。

　

カ
ラ
オ
ケ
の
お
世
話
を
し

て
い
る
。
月
例
会
約
10
人
で

楽
し
く
歌
う
。
新
曲
を
覚
え

て
歌
う
。
脳
活
で
あ
る
。
楽
し

み
は
人
の
和
に
あ
り
。（
楽
在

人
和
）
次
回
の
走
者
を
梅
谷

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
。
よ

ろ
し
く
。

ま年の経化
、

当会

2020年理事会・総会・懇談会のご案内

＊総会に先立ち、理事会を開催します。役員、理事の皆様は11時30分からの理事会にご出席をお願いします。

＊写真は2019年総会のものです。

従来のハガキによる連絡は廃止しました。
出欠の連絡は下記メールアドレスまで、出欠連絡とともに、
①お名前、②卒業年次、③出身高校名をお知らせください。

2020年６月６日（土）12時から [受付11時30分から]
新日鐵代々木倶楽部 
〒151-0053 東京都渋谷区代々木3-59-9
小田急「参宮橋駅」より徒歩3分、JR「代々木駅」より徒歩10分
7,000円（但し、64回以降は6,000円、76回以降は3,000円）

日 　 時
場 　 所

アクセス
会 　 費

：
：

：
：

Eメールアドレス：tokyoshiwasukai@gmail.com

出欠連絡のお願い
総会の出欠連絡はメールで受付しています！

皆さんの

参加をお
待ち

していま
す！

る
こ
と
か
ら
奮
闘
を
約
し
た
。

大
崎
副
学
長
は
石
川
会
長
の

挨
拶
を
受
け
て
今
回
の
経
済

学
部
の
改
革
行
動
が
明
日
に

つ
な
が
る
も
の
に
な
る
と
思

い
を
示
し
た
。
野
々
下
百
周

年
記
念
行
事
実
行
委
員
長
は

あ
と
２
年
余
り
と
な
っ
た
式

典
の
内
容
や
、
改
め
て
４
月

か
ら
加
速
す
る
募
金
の
取
り

組
み
に
対
す
る
要
請
な
ど
を

話
題
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
西
坂
事
務
局
理

事
が
剣
道
の
気
合
い
十
分
の

口
上
で
乾
杯
し
新
年
会
に

移
っ
た
。

語
だ
け
で
な
く
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
に
慣
れ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
仕
事
で
韓
国
と

も
深
く
関
わ
る
為
、
韓
国
語

も
頑
張
り
ま
す
。

②
８
年
目
か
ら
は
、
入
社
以

降
興
味
あ
っ
た
経
営
を
体
系

的
に
学
ぶ
為
、
中
小
企
業
診

断
士
の
受
験
勉
強
を
開
始
し

ま
し
た
。
９
年
目
に
は
企
画

へ
の
異
動
も
あ
り
、
勉
強
し

た
事
が
日
々
生
き
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。…

因
み

に
、
今
も
ま
だ
受
験
生
で

す
。

③
関
東
で
の
人
脈
作
り
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
９
年
初
に

東
京
四
極
会
よ
り
「
若
手
の

会
を
開
か
な
い
か
？
」
と
運

良
く
オ
フ
ァ
ー
頂
き
ま
し

た
。
規
模
が
大
き
過
ぎ
な
い

為
、
組
織
の
求
心
力
を
維
持

で
き
、
ま
た
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
同
士
に
共
通
の
知
人
が

多
く
、
信
頼
で
き
る
組
織
を

作
り
や
す
い
と
考
え
、
関
東

で
の
大
分
大
学
同
窓
会
活
動

に
力
を
入
れ
出
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
ま
だ
ま
だ
道
半
ば

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
卒
業
生
に
こ
の
会

を
知
っ
て
も
ら
い
、
参
加
頂

け
た
ら…

と
考
え
て
い
ま

す
。

（
毎
年
５
月
と
11
月
の
２

回
、
東
京
駅
周
辺
で
「
関
東

四
極
会

若
手
の
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
学

部
不
問
で
留
学
生
も
参
加
可

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！
）

　

最
後
に
、
同
窓
会
に
望
む

事
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
転
職
や
兼
業
等
、

労
働
市
場
の
流
動
性
が
高
ま

る
昨
今
、
人
の
繋
が
り
の
重

要
度
は
、
会
社
内
の
繋
が
り

か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
繋
が

り
に
、
今
後
更
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の

状
況
下
、
我
々
の
様
な
地
方

大
学
出
身
者
は
、
関
東
で
劣

勢
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
事
態
を
回
避
す
る
為
に

も
、
四
極
会
が
、
大
分
大
学

卒
業
生
に
と
っ
て
縦
横
の
人

脈
作
り
を
強
化
で
き
る
場
と

し
て
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
な
の
で
、
若
手
の
皆
様
、

東
京
四
極
会
行
事
の
一
つ
で

あ
る
「
若
手
の
会
」
に
、
是

非
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ね
！
）

　

リ
レ
ー
通
信
一
発
目
で
何

を
書
く
か
迷
っ
た
の
で
す
が

…

如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？
次
回
は
、
大
分
大
学
卒

業
後
、
大
手
商
社
に
て
勤
務

さ
れ
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
駐
在

中

（

海

外

駐

在

は

８

年

目
？
）
の
西
久
保
潤
さ
ん
に

バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

◉
乞
う
ご
期
待
を
！

こ
の
訃
報
欄
は
、
新
年
会
、

総
会
の
ご
案
内
の
返
信
で

把
握
し
た
情
報
に
基
づ
い
て

受
付
順
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

椎
住
康
三
さ
ん

卒
年
：
第
35
回
大
８

ご
逝
去
日
：
令
和
元
年
６
月

16
日

藤
沢
陽
蔵
さ
ん

卒
年
：
経
専
第
26
回

ご
逝
去
日
：
令
和
元
年
10
月

28
日

瀧
ロ
和
幸
さ
ん

卒
年
：
第
31
回
大
４

ご
逝
去
日
：
令
和
元
年
６
月

25
日

分
藤
美
稲
さ
ん

卒
年
：
第
44
回
大
17

ご
逝
去
日
：
令
和
元
年
６
月

２
日

川
西
司
朗
さ
ん

卒
年
：
第
35
回
大
８

ご
逝
去
日
：
平
成
31
年
１
月

25
日

桑
幡
芳
香
さ
ん

卒
年
：
第
43
回
大
16

ご
逝
去
日
：
平
成
31
年
２
月

２
日

越
島
俊
子
さ
ん

卒
年
：
第
32
回
大
５

ご
逝
去
日
：

令
和
元
年

９
月

き
の
思
い
に
つ
い
て
シ
ニ
ア
と

若
手
の
二
手
か
ら
リ
レ
ー
を
始

め
ま
す
。
初
回
は
事
務
局
か
ら

お
二
人
を
指
名
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
て
今
後
ど
う
い

う
結
び
つ
き
と
広
が
り
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。楽
し
み
で
す
。

令
和
２
年

東
京
四
極
会
新
年
会
開
催
！

リ
レ
ー
通
信

・
今
後
の
運
営
課
題
を
概
観

・
衛
藤
晟
一
大
臣
が
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
来
場

楽
し
み
は
人
の
和
に
あ
り

い
き
い
き
と
暮
ら
す
！

人
脈
づ
く
り
に
同
窓
会
を
活
用

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

http://www.tokyoshiwasukai.jp/
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２
０
１
９
年
４
月
22
日

（
月
）
、
多
摩
丘
陵
お
よ
び

多
摩
川
河
岸
を
ハ
イ
ク
し
て

き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
福

生
駅
に
集
合
し
奥
多
摩
街
道
、

多
摩
川
を
渡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
慈
勝
寺
を
見
学
し
大
澄

山
（
１
９
２
ｍ
）
に
到
着
。

休
憩
後
、
多
摩
川
を
右
手
に

見
お
ろ
し
な
が
ら
妙
見
堂
を

過
ぎ
、
羽
村
草
花
コ
ー
ス
を

経
て
浅
間
岳
（
２
３
５
ｍ
）

頂
上
へ
。
少
し
行
く
と
羽
村

神
社
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
は

羽
村
が
一
望
で
き
る
パ
ノ
ラ

マ
が
広
が
り
ま
し
た
。
旧
田

中
家
長
屋
門
を
経
由
し
て
多

摩
川
河
岸
に
お
り
、
橋
を
渡

り
玉
川
兄
弟
像
を
見
て
、
根

が
ら
み
前
水
田
の
大
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
畑
を
散
策
。
赤
、
黄
、

ピ
ン
ク
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

一
面
広
々
と
満
開
で
見
応
え

十
分
で
し
た
。

12
時
頃
か
ら
堰
木
公
園
の

河
原
に
て
宴
会
、
昼
食
。
汁

物
、
つ
ま
み
、
そ
し
て
皆
さ

ん
が
持
参
し
た
各
種
お
酒
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
宴
会

後
の
30
分
歩
き
と
大
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
畑
を
楽
し
ん
だ
羽
村

ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
田
中
、
山
下
、

梅
谷
、
葛
城
、
橋
本
、
阿
万
、

百
田
、
松
永
の
８
名
で
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
は
、
ハ
イ

キ
ン
グ
と
街
歩
き
の
コ
ー
ス

を
選
定
し
、
体
力
に
応
じ
て

参
加
で
き
る
機
会
を
多
く

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
幹
事

田
中
典
明
さ
ん
）

　

宴
の
半
ば
で
、
恒
例
の
行

事
紹
介
を
松
岡
幸
秀
氏
（
囲

碁
会
幹
事
・
第
52
回
）、
田
中

典
明
氏
（
た
ま
に
は
歩
こ
う

会
幹
事
・
第
48
回
）が
行
っ
た
。

飛
び
込
み
は
衛
藤
寛
氏
（
第

69
回
）。
応
援
す
る
郷
土
の
力

士
、
嘉
風
が
10
月
３
日
に
行

う
引
退
中
村
襲
名
披
露
大
相

撲
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

今
回
、
東
京
四
極
会
の
名

指
揮
者
で
あ
っ
た
梅
谷
覚
雄

先
輩
の
指
揮
引
退
に
伴
い
急

遽
立
っ
た
奥
川
理
事
長
の

リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
・
寮
歌

斉
唱
の
の
ち
金
馬
事
務
局
理

事
が
中
締
め
を
担
当
。
一
同
、

こ
れ
か
ら
の
一
年
の
会
員
の

健
康
と
次
回
の
総
会
の
盛
会

を
祈
っ
て
散
会
し
た
。

一
万
田
道
敏
（
第
38
回
）、
梅

谷
覚
雄（
同
）、
小
迫
邦
彦
（
第

39
回
）、
佐
藤
泰
久（
同
）、
大

山
博
康
（
第
40
回
）、
友
永
英

一
（
同
）、
松
浦
靖
弘
（
第
41

回
）、
高
橋
信
行
（
第
44
回
）、

田
川
俊
夫
（
同
）、
竹
上
英
文

（
同
）、
宮
田
豊（
同
）、
姫
野
易

之
（
同
）、
衛
藤
晟
一
（
第
45

回
）、
西
依
章
郎
（
第
46
回
）、

田
中
典
明
（
第
48
回
）、
下
村

晃
（
第
49
回
）、
松
本
敏
則

（
同
）、
岡
田
啓
治（
第
50
回
）、

奥
川
隆
生
（
同
）、
渋
谷
宝
作

（
同
）、
木
下
忠
夫（
第
52
回
）、

松
岡
幸
秀
（
同
）、
米
井
晃
彦

（
第
54
回
）、
大
坪
孝
幸（
第
55

回
）、
西
坂
憲
郁
（
第
56
回
）、

河
辺
清
美
（
第
57
回
）、
金
馬

弘
明（
同
）、
梅
木
俊
宏（
第
58

回
）、
田
尻
清
司
（
第
59
回
）、

北
野
精
治
（
同
）、
小
林
伸
彦

（
第
60
回
）
加
来
公
広
（
第
61

回
）、
小
幡
靖
典
（
第
62
回
）、

赤
坂
恭
二
（
第
65
回
）、
早
川

恵
弘
（
第
67
回
）、
大
町
拓
也

（
同
）、
千
葉
史（
第
68
回
）、
衛

藤
寛
（
第
69
回
）、
島
崎
宏
道

（
第
74
回
）、
外
池
夏
子（
第
91

回
）、
永
田
香
菜
恵（
同
）、
宮

本
晃
成
（
第
92
回
）、
佐
竹
優

輝（
平
成
31
年
・
工
学
部
）

計
42
名

　

囲
碁
会
は
四
半
期
ご
と
の
、

２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月

に
行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
、

元
の
幹
事
の
田
中
さ
ん
に
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
新
宿
囲
碁

セ
ン
タ
ー
で
す
。
Ｊ
Ｒ
新
宿

駅
の
南
口
か
ら
近
く
、
便
利

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
は
20
名
い
ま
す
が
、

出
席
者
は
だ
い
た
い
10
名
前

後
で
す
。
段
級
位
で
は
な
く
、

各
自
の
持
ち
点
で
対
戦
し
ま

す
。
勝
て
ば
１
点
プ
ラ
ス
、

負
け
れ
ば
１
点
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
。
新
規
加
入
の
場

合
は
、
自
己
申
告
に
よ
る
持

ち
点
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、
多
少
の
有
利
不
利
は
あ

り
ま
す
が
、
対
戦
を
重
ね
れ

ば
実
力
に
相
応
し
い
点
数
に

落
ち
着
き
ま
す
。

　

囲
碁
会
は
朝
の
10
時
か
ら

対
局
を
開
始
し
ま
す
が
、
５

局
の
対
局
結
果
で
そ
の
日
の

優
勝
、
準
優
勝
を
決
め
て
い

ま
す
。
優
勝
者
に
は
10
点
、

準
優
勝
者
に
は
５
点
が
追
加

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
じ
方
の

連
続
優
勝
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

囲
碁
は
運
と
い
う
よ
り
は

実
力
の
あ
る
方
が
勝
つ
ゲ
ー

ム
で
す
が
、
実
力
差
に
応
じ

て
ハ
ン
デ
を
付
け
て
対
戦
し

ま
す
。
ハ
ン
デ
も
最
少
で
は

半
目
と
い
う
細
か
な
ハ
ン
デ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
力
差

の
あ
る
方
と
も
楽
し
く
対
戦

で
き
ま
す
。

　

対
局
の
後
は
、
近
く
の
居

酒
屋
で
懇
親
会
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
ち
ら
を
楽
し
み

に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

い
る
よ
う
で
す
。

　

四
極
会
の
総
会
、
新
年
会

で
同
級
生
等
と
再
会
す
る
の

も
楽
し
み
で
す
が
、
私
は
囲

碁
会
で
多
く
の
方
と
知
り
合

い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
新

た
な
方
々
と
の
お
付
き
合
い

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

知
り
合
い
の
輪
を
広
げ
た

い
と
お
思
い
の
方
に
は
、
ゴ

ル
フ
会
、
歩
こ
う
会
、
囲
碁

会
な
ど
へ
の
参
加
を
お
す
す

め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
幹
事

松
岡
幸
秀
さ
ん
）

　

昨
年
11
月
30
日
（
土
）、
関

東
地
区
で
働
く
大
分
大
学
出

身
の
若
手
を
集
め
て
懇
親
会

を
開
き
ま
し
た
。当
日
、
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
教
育
学
部
１
名
、

工
学
部
１
名
、
経
済
学
部
８

名
に
東
京
四
極
会
か
ら
４
名

の
役
員
も
加
わ
り
総
計
14
名

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
集
ま
り
は
前
年
の
５

月
に
続
い
て
の
第
２
回
目
で
、

前
回
の
参
加
者
42
名
に
比
べ

て
今
回
は
小
ぶ
り
の
会
合
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分

じ
っ
く
り
意
見
交
換
が
で
き

て
皆
さ
ん
同
士
の
懇
談
の
効

果
は
む
し
ろ
深
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。東
京
四
極
会
は
、
同

会
が
関
東
地
区
で
奮
闘
す
る

若
手
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

ホ
ッ
と
す
る
憩
い
の
場
に

育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
横
山
裕
真

さ
ん
（
２
０
１
１
年
卒
）、

佐
々
木
準
さ
ん
（
同
）
を
は
じ

め
と
す
る
若
手
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び

か
け
に
よ
る
同
会
を
継
続
的

に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
参
加
者
（
五
十
音
順
）

小
田
秀
樹
、
隗
星
宇
、
後
藤

凛
子
、
佐
竹
優
輝
、
島
崎
宏

道
、
武
部
竜
也
、
永
田
悠
介
、

外
池
夏
子
、
山
田
章
嗣
、
横

山
祐
真

■
東
京
四
極
会
か
ら

奥
川
隆
生
、
鶴
田
幾
雄
、
小

林
伸
彦
、
千
葉
史

参
加
会
員
（
敬
称
略
）

羽
村
草
花
丘
陵
ハ
イ
キ
ン
グ

東
京
四
極
会
歩
こ
う
会

第
２
回
関
東
地
区

大
分
大
学
同
窓・若
手
会
を
開
催

囲
碁
会
の
活
動
報
告
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